
副題

授業の到達目標

授業の概要

第 1回

第 2回

第 3回

第 4回

第 5回

評価項目 配分(%) 評価の観点

授業への参加 ー

授業課題 70 AIを知るための重要ポイントの理解度

その他（最終課題　　） 30 AIを理解し自ら向き合い方を考えられる力

履修生への
メッセージ

教科書

参考書

担当者

AIリテラシー

オンデマンド

NTT西日本　大林正人

2025 マネジメント入門コース

科目名

開講日程（学期・曜日・講時）

「AIを業務で活用したいが、わからないままに使うのは不安だ。」「AIは万能で人間に取って代わ
る存在なのか？」－AIについて漠然とした疑問や不安をお持ちの方も多いかと存じます。この機会
にAIの私たちの社会との関わり、基本的な仕組み、活用事例、そして次世代技術を学ぶことで、少
しでも疑問や不安を解消し、AIと前向きに向き合い、自ら業務における活用法を考えられる力を身
に付けていただければと思います。

NTT西日本制作（配信）

指定しません。

授業の計画

評価方法

AI活用事例を業種別にみる

生成AIの仕組みと活用方法 (1)

生成AIの仕組みと活用方法 (2)

AIを理解し恐れずに向き合い活用するために

1. AIの成長と社会の変化との関係を理解し、AIと人間との関係や課題を考える。
2. AIの基本的な仕組み、機械学習やディープラーニングなどの技術の基本を理解する。
3. 現代社会におけるAIの活用事例を理解する。
4. 生成AIの仕組みと業務における活用方法を理解する。

人手不足、DXなど経済環境が変化する中で、AIの活用による課題解決が必要とされ、AIは既に様々
な業界で活用されております。そこで、業務においてAIと向き合うための基本的な知識として、AI
と社会との関係、AIの基本的な仕組みや、AIの活用事例を学びます。またChatGPTなどの生成AIの
仕組みと業務への活用についても学びます。

AIの成長と社会・人間との関わり

AIの基本知識とキーワード
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